
ＮＯ。２８３ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊 かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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「
北
の
魚
は
、
冬
が
旬
」

食
談
義

（第１弾）

二
月
六
日
・
ア
ル
ザ
ス
「
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
」
他

２～３ むらの話題

∠Ｌ～５ カメう りしポ

腦 炎義（第１弾）

６～フ あしら廿

８～９ イ呆健婦だより

ＩＣ～竹 村民会議だより

出稼ぎ現地の

みなさん

１２～詔 国保のしおり

佃～甄 交母だより

悃～ワ 税務だより

年金だより

匐 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

地
震
だ

″・
火
事
だ
″・
す
ぐ
避
難

二
月
三
日
、
佐
井
村
保
育
所

で
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

と
防
火
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
消
防
本
部
の
福

嶋
予
防
課
長
を
け
じ
め
、
佐
井

消
防
分
署
の
職
員
が
保
育
所
を

訪
ず
れ
、
圉
児
た
ち
を
指
導
。

午
前
十
時
、
非
常
ベ
ル
の
音

と
と
も
に
地
震
発
生
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
、
て
き
ぱ
き
と
行
動
し
、

短
時
間
で
全
員
お
ゆ
う
ぎ
室
へ

避
難
を
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
節
分
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
防
火
豆
ま
き
も
行
わ
れ
。

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
歓
声

を
あ

げ
な
が
ら
も
、
「
火
遊

び

は
し
ま
せ
ん
。」
と
約
束
し
て
い

ま
し
た
。

▲避 難 訓 練

▼防火豆まき

マ
ダ
ラ
の
受

精
卵

を
放
流

＝
津
軽
海
峡
に
約
七
億
粒
Ｈ

佐
井
村
漁
協
で
は
、
こ
の
ほ

ど
牛
滝
地
区
タ
ラ
網
組
合
（
竹

内
重
雄
組
合
長
）
の
十
四
隻
が

出
漁
し
、
二
百
匹
の
親
魚
か
ら

採
っ
た
七
億
粒
の
マ
ダ
ラ
受
精

卵
を
、
津
軽
海
峡
に
洋
上
放
流

し
ま
し
た
。

四
、
五
年
後
に
は
親
魚
に
成

長
し
て
佐
井
沖

に
戻
っ
て
く
る

の
を
待
つ
こ
の
放
流
事
業
は
、

漁
家
経
営
の
安
定
を
目
指
す
育

て
る
漁
業
の
一
環
と
し
て
昭
和

六
十
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
年

▼洋上放 流

佐
井
村
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
五
年
度
佐
井
村
臨
時
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
、
平
成
五
年
三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
、
履
歴
書
、
健
康

診
断
書
各
一
通
を
、
左
記
の
提
出
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○

役

場

総

務

課

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
職
務
内
容

・
一
般
事
務

▼
雇
用
条
件

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校

以
上
の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
雇
用
期
間

○

教

育

委

員

会

▼
募
集
人
員

二
名

▼
職
務
内
容

・
一
般
事
務

・
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
務

※
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
務
に

っ
い
て
は
、
日
曜
日
・
祝
祭
日

で
も
勤
務
で
き
る
方
。

▼
雇
用
条
件

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
匸

局
等
学
校

以
上
の
卒
業
の
方
。

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

役
場
総
務
課
酋
啓
二
一
一
一

※
試
験
日
・
場
所

平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
㈲

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

ｙ
雇
用
期
間

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

佐
井
村
教
育
委
員
会

登
⑩
四
五
〇
六
・
⑨
四
五
〇
七

※
試
験
日
・
場
所

平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
圓



々
そ
の
数
を
増
や
し
な
が
ら
続

け
ら
れ
て

い
ま
す
。

漁
協
の
新
田
組
合
長
は
「
夕

ラ
漁
に
か
け
る
漁
民
も
多
く
、

今
年
の
タ
ラ
不
漁
は
死
活
問
題
。

受
精
卵
放
流
も
そ
う
だ
が
、
今

年
六
月
に
は
タ
ラ
の
稚
魚
放
流

も
行
う
予
定
だ
。」
と
話
し
、
積

極
的
に
育
て
る
漁
業
を
進
め
て

行
く
方
針
で
す
。

籖８自

Ｓ

ｆ
詣

哦
晋

も
会
鑒

芸
龍
雍
裹
会

長
後
子
ど
も
会
が
出
演

二
月
七
日
、
下
北
文
化
会
館

を
会
場
に
「
第
八
回
む
つ
下
北

地
区
子
ど
も
会
郷
土
芸
能
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の

発

表

会

は

、

郷

土

芸

能

の
豊

庫

と

い
わ

れ

る
下

北

の

伝

承

芸

能

を

絶

や

す

こ

と

な

く

後

世

に

伝

え

、

あ

わ

せ

て
子

ど

も

た

ち

の

健

全

育

成

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

て

い

る

も

の

で

、

今

回

は

下

北

の

全

市

町

村

が
参

加

。

佐

井

村

か

ら

は

長

後

子

ど

も

会

が
「
平

獅

子

」
「

も
ち

つ

き
踊

り

」

を

上

演

し

ま

し

た

。

長

後

子

ど

も
会

で

は

、

こ

の

日

の

た

め

に

。
け

い
こ

”

を

毎

晩

続

け

て

き

ま

し

た

。
当

日

は
、

育

成

者

や

地

区

の

人

た

ち

約

五

十
名
が
応
援
に
か
け
つ
け
、
盛

ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、
日
頃
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
最
高
の

演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
子

ど
も
た
ち
の
郷

土
芸
能
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
毎

年
二
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
観
覧

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

第 １６ 回

ナイター卓球大会成績

Ｃ２月９日現在）

▼出演した長後子ども会のみなさん

ア
ル
ザ
ス
会
議
室

○

保

育

所

▼
募
集
人
員

保
母

二
名

▼
雇
用
条
件

十
八
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

の
方
で
、
有
資
格
者
ま
た
は
無

資
格
の
方
で
、
児
童
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
方
。

▼
雇
用
期
間

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

役
場
総
務
課
登
⑩
二
一
一
一

聚
試
験
日
・
場
所

平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
㈲

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー

第 ４ 回

佐井村健康づくり順 選利４１大会

参 加 チ ー ム 募 集

■と き ３月６日（二ｊ二）

午後６時～

■ところ

佐井小学校体育館
■チーム編成

男子の部・女子の部とも１チーム

６名。町内会、職場、サークル等

の仲間でお気軽に参加ください。
・ 申込み先

アルザス事務室前に申込用紙があ

りますので、記入の上、３月５囗

までに住民福祉課に提出してくだ

さい。

［ ： あ
な た も 綱 引 ででｙ
宍
地 よ い 汗 を

二

流 し て み ま せ ん か

第 １５ 回

佐 井 村 小 学 生 卓 球 大 会

第 ２３ 回

佐 井 村 卓 球 選 手 権 大 会

参 加 者 募 集

３月７日（日）午前９時から、佐

井中学校体育館を会場に「第１５回佐

井村小学生卓球大会」及び「第２３回

佐井村卓球選手権大会」が開催され

ます。

参加料は１人５００円、当日も受付

し ますので、冬季の運動不足解消の

ため、卓球でいい汗を流しませんか。

申込み・問い合せは次の方々まで。

・川 岸 一 彦 ０３８－２０１９

・坪 井 敏 明 ０３８－２１０７

・坂 本 芳 博 ０３８－２０７８

・田 澤 亮 一 Ｓ３８－２２６２

・渡 辺 章 子 ０３８－２１１１



Ｉ
プ
囗
の
コ
ッ
ク
を
招
い
て
料
理
講
習
会

佐
井
村
に
あ
る
素
材
を
利
用

し
た
新
た
な
料
理
を
開
発
し
、

村
の
名
物
料
理
を

夕
方
か
ら
の
食
談
義
に
先
立

ち
、
青
森
調
理
師
専
門
学
校
の

佐
藤
光
義
氏
を
講
師
に
招
い
て

の
料
理
講
習
会
が
、
振
興
セ
ン

タ
ー
調
理
室
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
約
五
十
名
の
方
々
が
参
加

し
て
プ
ロ
の
技
術
を
熱
心
に
受

講
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
鮭
を
使
っ
た
フ

ラ
ン
ス
料
理
「
鮭
の
エ
ス
カ
ベ

ノ
Ｗ
ユ
」
に
挑
戦
。
佐
藤
先
生

の
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
に
見
と

れ
な
が
ら
も
、
先
生
の
指
導
に

よ
り
次
々
と
材
料
を
調
理
し
て

い
き
ま
す
。

約
二
時
間
後
に
は
、
色
鮮
や

か
に
盛
り
つ
け
さ
れ
た
「
鮭
の

エ
ス
カ
ベ
ノ
ヱ
ユ
」
。
夕
方
の

食
談
義
の
メ
ニ
ュ
ー
に
並
ん
だ

の
は
も
ち
ろ
ん
、
村
の
名
物
料

理
と
し
て
、
新
た
に
食
卓
を
飾

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｉ
野
球
評
論
家
青
田
昇
氏
を
招
い
て
の
少
年
野
球
教
室
と
講
演
会

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
野

球
評
論
家
で
あ
火

元
大
洋
ホ

エ
ー
ル
ズ
監
督
青
田
昇
氏
を
講

師
に
招
い
て
「
少
年
野
球
教
室
」

が
、
佐
井
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
佐
井
小
イ
ー
グ
ル
ス

の
児
童
や
佐
井
中
野
球
部
の
生

徙
た
ち
が
、
プ
ロ
野
球
の
実
技

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
佐
井
小
イ
ー
グ

ル
ス
の
川
岸
雅
也
君
が
、
花
束

を
贈
っ
て
青
田
さ
ん
を
歓
迎
。

さ
っ
そ
く
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の

指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

青
田
さ
ん
は
「
野
球
は
守
備

が
基
本
、
守
り
か
ら
入
り
な
さ

い
。」
と
、
投
球
方
法
や
グ
ラ
ブ

さ
ば
き
な
ど
を
熱
心
に
指
導
。

子
ど
も
た
ち
も
、
手

と
り
足
と

り
の
具
体
的
な
指
導
に
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
打
撃
の
指
導
で
は
、

バ
ッ
ト
を
振

ら
せ
て
フ
ォ
ー
ム

の
チ
エ
。
ク
や
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
細
か
い
体

の
動
き
に
対
し
て
も
注
意
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
厳
し
さ
の
中

に
も
説
得
力
の
あ
る
説
明
に
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
春
の

野
球
シ
ー
ズ
ン
が
待
ち
遠
し
い

よ
う
す
で
し
た
。

最
後
に
、
青
田
さ
ん
か
ら
佐

井
小
イ
ー
グ
ル
ス
と
佐
井
中
野

球
部
に
バ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
野
球
教
室
を
終
了
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
会
場
を
ア
ル
ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に
移
し
て
。

「
プ
ロ
野
球
人
生
か
ら
得
た
も

の
」
＝
村
お
こ
し
精
神
は
プ
ロ

野
球
魂
か
ら
＝
と
題
し
か
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
約
二
百
人
の

方
々
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

‘１
「
鮭

の
エ
ス

カ
ベ
ッ
シ
ュ
」
に
挑

戦
す

る
み
な
さ
ん

北の魚は冬が旬

２ 月６ 日

アルザスしおさいホール他

青田昇氏「少年野球教室」



ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
主
催
者
を

代
表
し
て
川
畑
商
工
会
会
長

が

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
野
村
教
育

委
員
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

さ
っ
そ
く
講
演
に
入
り
ま
し
た
。

青
田
さ
ん
は
、
プ
ロ
野
球
生

活
で
の
経
験
を
基
に
、
体
験
談

を
交
え
な
が
ら
、
地
域
の
中
で

個
人
の
果
す
役
割
と
個
性
を
最

大
限
発
揮
す
る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
に
つ
い
て
を
話
さ
れ
、
な

か
で
も
「
三
つ
の
敵
に
勝
つ
こ

と
が
大
事
。
一
つ
は
自
分
、
二

つ
は
ラ
イ
バ
ル
、
三
つ
は
相
手
、

そ
し
て
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め

四
回
目
ま
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

大
切
。」
と
、
プ
ロ
野
球
の
体
験

か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
村
お
こ
し

に
も
通
じ
る
と
強
調
。
最
後
に
。

「
お
ご
り
、
う
ぬ
ぼ
れ
、
ゆ
だ

ん
に
気
を
つ
け
て
。」
と
ま
と
め

て
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

」
言
い
た
い
放
題

”
食

談

義
”

「
北
の
魚
は
冬
が
句
」
－

グ
ル
メ
人
間
全
員
集
合
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
し
ス
で
、
こ
の
日
メ

イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

。食
談
義

万

が
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
二

百
人
が
参
加
し
て
、
名
物
を
味

わ
い
な
が
ら
村
お
こ
し
談
義
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

今
年
の
食
談
義
は
商
工
会
が

主
催
し
て
行
わ
れ
、
冬
の
観
光

の
目
玉
を
つ
く
ろ
う
と
「
食
文

化
で
む
ら
お
こ
し
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
タ
ラ
の
じ
ゃ
っ

ぱ
汁
、
タ
コ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
な
ど
の
他
、

料
理
講
習
会
で
作
っ
た
鮭
の
エ

ス
カ
ベ
ッ
シ
ュ
も
テ
ー
ブ
ル
に

並
べ
ら
れ
、
地
元
の
新
鮮
な
海

産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
も
の
ば
か
り
。
参
加
者
は
、

村
の
ブ
ラ
ン
ド
酒
「
海
峡
浪
慢
」

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
お
い

し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

舌
が
滑
ら
か
に
な
る
に
つ
れ

て
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
談
義
が
活
発
に

な
り
、
意
見
や
提
言
が
相
次
い

で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

こ
れ
ら
の
発
言
を
ま
と
め
「
誘

客
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
四
季

を
通
じ
て
行
い
、
通
年
観
光
を

目
指
そ
う
。」
と
の
結
論
を
出
し

て
食
談
義
を
終
え
ま
し
た
。

ま
た
、
磯
谷
敬
神
会
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
「
き
つ
ね
お
ど
り
」

や
磯
谷
漁
協
婦
人
部
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
「
佐
井
音
頭
」
も
披

露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

青田昇氏の「講演会」

▼名物を味わいながら村おこし談義に花を咲かせた 食談義，



農

家

の

み

な

さ

ん
へ

標

準

小

作

料

が

改

訂

さ

れ

ま

し

た

Ｉ

佐
井
村
農
業
委
員
会
－

平
成
元
年
度
に
標
準
小
作
料

を
改
訂
し
て
い
ら
い
三
年
が
経

過
し
、
こ
の
ほ
ど
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次

の
と
お
り
据
置
で
改
訂
さ
れ
、

平
成
五
年
支
払
い
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

農
地
の
貸
し
手
、
借
り
手
の

小
作
契
約
の
目
安
と
し
て
、
地

域
の
水
準
に
役
立
て
る
よ
う
ご

理
解
い
た
だ
き
、
農
地
の
流
動

化
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

苗

木

の

申

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

Ｉ
北
通
地
方
森
林
組
合
－

た
だ
い
ま
森
林
組
合
で
は
、

平
成
五
年
度
春
造
林
用
苗
木
及

び
林
業
肥
料
等
の
申
込
み
を
受

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

左
記
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
反
歩
以
上
新
植
し

か
場
合
に
は
、
造
林
補
助
金
が

交
付
に
な
り
ま
す
の
で
、
造
林

の
重
要
性
を
認
識
く
だ
さ
い
ま

し
て
、
造
林
面
積
の
拡
大
を
図

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
交
付
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
、
造
林
地
が
農

地
の
場
合
に
は
、
農
地
転
用
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
申

し
添
え
ま
す
。

■
申
込
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松
、

桐
、
林
業
肥
料
、
キ
ノ
コ
種
駒

そ
の
他
林
業
資
材
一
切

■
申
込
場
所

大
佐
井

古
佐
井

原

田

清
水

芳

宅

川

目
一

岩

矢

越

磯

谷

横
浜

繁
雄

宅

長

後

岩
清
水

芳

宅

福

浦

田
中

太
吉

宅

牛

滝

竹
内
庄
次
郎

宅

■
申
込
締
切

三
月
三
十
一
日

■
配
布
予
定

五
月
上
旬
頃

■
問
い
合
せ

北
通
地
方
森
林
組
合

酋

且

百

二
五
二
〇

電

波

利

用

料

制

度

が

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら

ス

タ

ー

ト

し

ま

す

Ｉ
東
北
電
気
通
信
監
理
局
１

電
波
利
用
料
は
、
不
法
無
線

局
の
増
加
に
対
処
し
、
電
波
妨

害
の
な
い
ク
リ
ア
ー
な
環
境
の

整
備
や
、
今
後
の
無
線
局
数
の

急
激
な
増
大
に
も
円
滑
な
行
政

事
務
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た

健
康
と
体
力
づ
く
り
を
守
る

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

平
成
五
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
Ａ

受
付
ガ
は
じ
ま
つ

て
い
す
す
。

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
な
ど

の
際
の
傷
害
事
故
や
、
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を
補
償
し
、
ま
た

⑤
臓
麻
痺
な
ど
の
突
然
死
に
見
舞
金
を
お
支
払
い
し
て
、
ブ
ル
ー

フ
の
人
達
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
互
助
共
済
的
な
補
償
制
度
で
す
。

五
人
以
上
の
ブ
ル
ー
フ
で
加
入
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
ぜ
ひ
加
入

し
ま
し
よ
う
。

申
込
み
と
問
い
合
せ
は
左
記
ま
で
。

▼
財
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部

登
○
一
七
七
（
八
二
）
六
九
八
四

新規 補償内容

「手術保険 金」………手術 の種類に応じて入院日額の１０倍～４０倍の入院保

険金が加算して支払われる。

「付添看護保険金」・・・医師 が付添 を必要と認め職業付添人を雇い入れた期

間に対し一日につき入院日額の半額が入院保険金に

加算して支払われる。補償期 間は毎年４月１日から

翌年 ３月３１日 です。申 し込 み受 付 は３月 から随時

承 ってい ます。



め
、
無
線
局
の
免
許
を
お
持
ち

の
方
か
ら
一
定
の
負
担
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

利
用
料
金
は
、
無
線
局
の
種

類
に
よ
っ
て
五
百
円
か
ら
三
万

円
ま
で
の
間
で
九
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

局
は
五
百
円
、
簡
易
無
線
局
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
局
、
陸
上
移

動
局
及
び
船
舶
局
は
六
百
円
で

す
。お

支
払

い
の
時
期
に
は
、
郵

政
省
か
ら
納
入
告
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
。
お
支
払
い
は
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
波
利
用
料
制
度
に
っ
い
て

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
当
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。電
波
は
国
民
み
ん
な
の
貴
重

な
資
源
で
す
。
大
切
卜

■
問
い
合
せ
先

東
北
電
気
通
信
監
理
局
企
画
課

〒
九
八
〇
仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
－

二
上

三

豊
○
二
二
（
二
二

二

○
六
五
七

細

定

期

演

奏

会

上
丿
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
－

■
と

き

三
月
十
九
日

釜

）

午
後
六
時
三
十
分
～

■
と
こ
ろ

下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
内

容

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
及
び
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
卞
・‐‐
特
集

■
応
募
要
領

入
場
希
望
の
方
は
、
往
復
は

が
き
（
一
華
二

名
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
む
つ
市
大
湊
四
－

一
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総

監
部
広
報
係
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
締
切
り
は
三
月
八
日
剛

当
日
消
印
有
効
。
詳
し
く
は
、

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部

広
報
係
ま
で
。

酋
（
二
四
）

一
六
四
〇

自

衛

官

募

集

前
期
二
等
陸
・
海
・
空
士
の

婦
人
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
受
付
期
間

三
月
一
日
～
五
月
三
十
一
日

▼
試
験
日

六
月
六
日

▼
合
格
発
表

七
月
二
十
三
日

ｙ
問
い
合
せ

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

む
つ
募
集
事
務
所

公

こ
口

）
七
四
八
四

レノ 平 成 ５ 年 度

佐 井 村 奨 学 生
ノ］

を 募 集 し ま す

・受付期限＝４月３０日まで

・申 込 先＝教育委員会総務係

ａ（３８ぺ こ り

下 北 地方 福祉 事 務所

現地面接相談所を開設

３月１０日困・３月２４日困

午後１時～３時

農業研修センター

名儀変更

自動車の廃車手続はお早めに

車 検

匚
３月の陸 運 支 局 は
ご

大 変 灘 しま

冫 ］

東北運輸局青森陸運支局
ａ０１７７（３９）１５０３

Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 の

通 信 講 座 で

学 習 を

ＮＨＫ学園では、春期の

生涯学習講座受講生を募集

してい ます。

講座 （通信講座） は、教

養と趣味を深めるための毛

筆「日常の書」、書道、硬筆、

俳句、短歌、囲碁など７２講

座です。

申込 み受付は４月３０囗ま

で。詳しい案内書を希望の

方は、〒１８６－０１、ＮＨＫ

学園８Ｅ１２係あて、ハガキ

にあなたの郵便番号、住所、

氏名、電話番号を記入のう

え請求 ください。案内書は

無料です。

親 子 ふ れ あ い 村 へ

「早春のバードウォッチング」

参 加 者 募 集

学校週５日制の休日に、親子

でバードウ ォッチングを体験し

ませんか。自然の家の周りを散

歩しながら、海鳥や野山の野鳥

をさがすなど、早春の自然観察

を楽しみます。

親子のふれあいを深めるとと

もに、参加の他の家族とも交流

して素敵な思い出を ／
・ と き ３月１３日出 ～１４日（日）

圖ところ 下北少年自然の家

■対 象

小学校３年生～高校生と保護

者１５家族

■締切り ３月５囗（金）まで

■問い合せ

下北少年自然の家

Ｏ３４―５８５８

好

評

で

す

／

む

ら

お

こ

し

商

品

－

⑦

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
協
議
会

Ｉ

ひ

ば

お

春

小
売
価
格

２
、０
０
０
円

・
ひ
ば
油
は
、
精
神
の
緩
和
作
用
に
す
ぐ

れ
た
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ひ
ば
の
香
り
で
、
精
神
安
定
と
新
築
家

屋
の
雰
囲
気
を
。



保健婦だより

寝たきりを

なく そう

～人の和

地域の輪～

皿

は

じ

め

に

我

が
国
は
、
二
十
一
世
紀
初

頭
に
は
国
民
の
四
人
に
一
人

が

六
十
五
歳
以
上
と
い
う
社
会

が

到
来
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
は
、
現
在
、
五
人
に

一
人

が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
戦

後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
に

は
五
十
歳
余
り
で
あ
っ
た
も
の

が
、
医
療
の
進
歩
・
国
民
生
活

の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
男
性

七
十
六
・
一
一
歳
、
女
性
八
十

二
・
一
一
歳
と
世
界
最
高
水
準

に
達
し
ま
し
た
。
世
界
一
の
長

寿
国
と
な
っ
た
現
在
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
寝

た
き
り
や
ボ
ヶ
老
人
の
増
加
で

す
。こ

の
よ
う
な
高
齢
社
会
を
す

べ
て
の
人
々
が
生
き
が
い
を
も

ち
、
安
心
し
て
生
涯
を
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。

今
寝
た
き
り
の
人
は
寝
た
き

り
状
態
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
今
健
康
な
人
は
将
来

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
表
上

国

寝

た

き

り

と

は

。
寝
た
き
り
″
と
は
「
介
護

を
要
す
る
者
で
あ
っ
て
病
気
（
老

衰
を
含
む
）
や
ケ
ガ
な
ど
で
日

常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
寝
て
い

る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

。
寝
た
き
り
老
人
″
と
は
「
六

十
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
期

間

が
六
ヶ
月
以
上
の
者
を
い

う
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
に
は
、
寝
た
き

り
と
い
っ
て
も
、
自
分
で
は
寝

か
え
り
も
で
き
ず
全
面
的
な
介

護
が
必
要
な
人
か
ら
、
入
浴
や

ト
イ
レ
な
ど
部
分
的
な
介
護
を

し
て
も
ら
え
ば
自
分
で
生
活
で

き
る
人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
後
者
の
場
合
。
つ
ま
り
、

適
切
な
介
護
や
か
か
わ
り
に
よ

っ
て
、
寝
た
き
り
の
状
態
か
ら

脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

も
と
も
と
寝
た
き
り
に
な
ら
な

く
て
済
ん
だ
人
た
ち
が
、
「
寝

か
せ
き
り
」
に
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

亘

寝

た

き

り

は

作

ら

れ

る

寝
た
き
り
の
第
一
の
原
因

は
、
脳
卒
中
、
第
二
は
リ
（

ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て

最
大
の
原
因
は
、
本
来
き
ち
ん

と
対
処
す
れ
ば
寝
た
き
り
に
な

ら
ず
に
済
む
の
に
、
安
静
に
し

た
ほ
う
が
い
い
と
勘
違
い
し
て

放
置
し
た
結
果
、
本
当
に
寝
た

き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

寝
た
き
り
老
人
は
作
ら
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
年
を
と
れ
ば
寝
た
き
り
に
な

っ
て
も
仕
方
が
な
い
」
「
寝
て

（表１）・日本の「寝たきり老人」の総数と将来推計

９
日

康
相
談
日

１５
日

受
付
時
間

２３
日

心
一

心
前
９

～
１２

２９
日
㈲

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

８
日
㈲

牛
滝
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

場
所

牛
滝
集
会
所

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

９
日
次

母
親
教
室

場
所

振
興
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

１１
日
祟

リ
（

ビ
リ
教
室

場
所

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い



い
た
方
が
楽
だ
」
と
い
う
考
え

方
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
寝
た
き
り
を
作
ら
な
い

基
本
は

。起
こ
す
こ
と
”
で
す
。

「
年
だ
か
ら
寝
て
い
な
さ
い
」

と

い
う
考
え

方
を
改

め
、

。寝

か
せ
き
り
″
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

區

み

ん

な

の

力

で

瓔

た

き

口

世

口

を

め

ざ

そ

う

在
宅
で
介
護

が
必
要
な
お
年

寄
り
と
家
族
の
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
保
健
・
緇

祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

（
図
士

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
利
用
し
て
、
日
常
生
活
で

の
活
動
機
能
の
維
持
を
図
り
、

寝
た
き
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
へ

（
図
２
・
３
）

二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高

齢
社
会
に
向
け
、
お
年
寄
り
に

対
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

的
確

に
拡
充
し
、
明
る
い
長
寿
・

福
祉
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
「
高
齢

者
保
健
福
祉
推
進
十
ヶ
年
戦
略
」

（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
で
す
。

佐
井
村
で
は
、
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で
す

が
、
こ
れ
も
「
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
十
ヶ
年
戦
略
」
に
基
づ

く
も
の
で
す
。
こ
の
施
設
は
、

高
齢
者
に
給
食
・
入
浴
・
機
能

訓
練
な
ど
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
う
機
能
と
と
も
に
、
高
齢

の
た
め
、
独
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
る
者
に
対
し

て
、
一
定
の
期
間
住
居
を
提
供

す
る
機
能
を
も
あ
わ
せ
も
っ
て

い
ま
す
。

在
宅
福
祉
の
キ
ー
ワ
ー
ド

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は
、

在
宅
の
虚
弱
老
人
や
寝
た
き
り

老
人
を
送
迎
用
バ
ス
で
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
通
所
さ

せ
、
あ
る
い
は
自
宅
に
訪
問
し

て
お
年
寄
り
に
入
浴
・
食
事
の

提
供
、
機
能
回
復
訓
練
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
で
す
。
利
用
者
に
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
要
す
る
実
費
相
当
額

を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

ホ
ー
ル

時
間

午
後
１
時
～
３
時

１２
日
歯

一
歳
手

∴

一
歳
児
健

診
、
乳
児
健
診

場
所

振
興
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
後
Ｏ
時
３０
分
受
付

対
象

二

歳
半
児
）

平
成
３
年
７
月
～
９

月
生

（
二
歳
児
）

平
成
３
年
１
月
～
３

月
生

（
乳
児
）

平
成
４
年
一１１１１一
月
生

平
成
４
年
８
月
生

１６
日
次

老
人
健
康
教
室

場
所

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

時
間

午
後
１
時
～



青

少

年

育

成

村

民

会

議

だ
よ

り

健
全
に
育

つ

心
は
家
庭
か
ら

あ
す
を
に
な
う
子
ど
も
の
た
め
に

おとうさん
・
あ
な
た
は
、
家
庭
の
大
黒
柱

で
す
。
子
ど
も
に
広
い
視
野
か

ら
、
た
え
ず
目
標
を
も
っ
て
努

力
す
る
だ
い
じ
さ
を
教
え
ま
す
。

・
あ
な
た
の
底
力
の
あ
る
声
が

子
ど
も
の
勇
気
と
、
正

し
い
判

断
力
を
育
て
ま
す
。

・
あ
な
た
の
真
剣
に
働
く
姿
が
、

子
ど
も
に
誠
実
さ
と
努
力
す
る

こ
と
の
だ
い
じ
さ
を
無
言
の
う

ち
に
教
育
し
て
い
ま
す
。

・
あ
な
た
は
、
子
ど
も
の
よ
き

相
談
相
手
で
す
。
子
ど
も
と
の

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
体
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
子
ど
も

に
た
く
ま
し
さ
と
生
き
方
を
う

え
つ
け
て
い
き
ま
す
。

おかあさん
・
あ
な
た
は
、
家
庭
の
太
陽
で

す
。
明
る
い
あ
た
た
か
さ
を
家

庭
の
中
に
た
だ
よ
わ
せ
ま
す
。

・
あ
な
た
の
や
さ
し
い
声
が
、

子
ど
も
に
愛
情
と
助
け
合
い
の

大
切
さ
を
教
え
ま
す
。

・
あ
な
た
の
日
々
の
き
め
細
か

な
子
ど
も
と
の
ふ
れ
合
い
が
、

信
頼
感
を
育
て
ま
す
。

・
あ
な
た
は
、
子
ど
も
の
よ
き

理
解
者
で
す
。
子
ど
も
の
心
を

子どものために

毎月第三日曜日は

『 家 庭 の 日
』

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
机
て
仕
事
に
励
ん
で
お
う
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
稼
留
守
家

族
主
婦

の
会
総
会

〈
仲
間
同
士
の
交
流
を
深
め
る
〉

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族
主
婦

の
会
総
会

が
、
二
月
七
日
百

）

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
太
田
（

ル
子
会

長
か
ら
「
会
員
の
意
識
も
向
上

し
、
親
子
交
流
会
等
、
平
成
四

年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
員
相
互
の
助
け
合

い
に
よ
り
母
親
と
し
て
つ
つ
ま

し
く
母
な
る
意
識
を
高
め
、
出

稼
ぎ
し
て
い
る
家
族

が
安
心
し

て
就
労
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
留
守
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
次

の
よ
う
に
今
年
度
の
活
動
方
針

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
就
労
経
路
の
正
常
化
の
協

力・
役
場
へ
就
労
先
の
届
出

・
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の
加

▼活動方針が話し合われた総会



と
ら
え
た
励
ま
し
は
、
子
ど
も

に
や
る
気
や
自
信
を
も
た
せ
ま

す
。

おじいさん・おばあさん

・
あ
な
た
は
、
長
い
人
生
の
体

験
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
家
庭

を
築
く
た
め
に
何
か
大
切
か
を

親
切
に
助
言
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

・
あ
な
た
は
、
子
ど
も
を
育
て

て
こ
ら
れ
た
体
験
を
生
か
し
、

加
わ
い
い
孫
の
す
こ
や
か
な
成

長
の
た
め
、
父
や
母
の
行
な
う

教
育
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

家
庭
と
は

す
べ
て
の
人
が
毎
日
、
そ
こ

か
ら
出
て
そ
こ
に
帰
り
、
つ
か

れ
た
体
を
い
や
す
「
い
こ
い
の

場
」
で
す
。

ま
た
、
何
の
気
が
ね
も
、
秘

密
も
な
く
、
お
互
い
に
苦
し
み

や
悩
み
を
語
り
合
う
「
や
す
ら

ぎ
の
場
」
で
す
。

こ
の
「
た
ま
し
い
と
体
の
ふ

る
さ
と
」
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
間
に
人
間
が
つ
く
ら
れ
て
い

く
の
で
す
。

理想的な家庭の姿

入
・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介

に
よ
る
就
労
の
促
進

二
、
就
労
前
の
健
康
診
断
の
励

行

そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り
カ

ラ
オ
ケ
や
踊
り
が
出
て
、
仲
間

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

１
仲
間
同
士
の
交
流
を
深
め
た
懇
談
会



国
保
の
し

お
り

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・

退
職
者
等
医
療
）
の
更
新
を
、

三
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
各
地
区
ご
と
に
行

い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、

保
険
証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭

は
、
更
新
時
ま
で
に
昨
年
交
付

し
た
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
月
か
ら
高
等
学
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、

合
格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま

た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付

を
代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事

故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
取

る
人
）
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合
は
、

本
人
・
代
理
人
と
も
出
稼
ぎ
先

の
会
社
名
、
住
所
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪

い
方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保

健
衛
生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

み

ん

な

の

医

療

費

有

効

に

／
゜

成
人
病
の
増
加
、
人
口
構
造

の
高
齢
化
な
ど
が
原
因
で
、
毎

年
医
療
費
が
増
加
し
っ
づ
け
て

ぃ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
っ
づ

け
れ
ば
、
国
保
の
財
政
が
圧
迫

さ
れ
、
保
険
税
の
負
担
の
増
加

を
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
健
康
づ
く
り

ゃ
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、
医

療
費
を
有
効
に
使
う
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

Ｓ・上 手 な 医 療 の 受 け 方 ・！

① 家庭医を持とう。

② 重複受診は避けよう。

③ 定期的に健診を受けよう。

④ むやみに薬を欲しがるのはやめよう
Ｏ

⑤ 初診時に保険証を忘れずに。

健
康

づ
く

り

講
演
会

高
齢
化
社
会
に
向
け
、
保
健
、

福
祉
、
医
療
が
一
体
と
な
り
。

「
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮

ら
せ

る
地
域

づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
こ
の
ほ
ど
講
師
に
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
指
田

志
恵
子
先
生
と
青
森
県
国
保
団

体
連
合
会
の
斉
藤
友
之
専
門
員

を
招
い
て
、
健
康
づ
く
り
講
演

会
が
ア
ル

ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
国
保
運
営
委
員
、

民
生
・
児
童
委
員
、
保
健
協
力

員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
老
人
保
健
福
祉

計
画
作
成
検
討
委
員
な
ど
、
日

頃
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ

る
方
々
六
十
五
名
が
参
加
。

齊
藤
専
門
員
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
「
佐
井
村
の
現
況

を
み

る
と
、
平
成
十
二
年
に
は
三
人

に
一
人
の
割
合
で
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
り
、
村
の
発

展
へ
影
響
が
あ
る
。
年
寄
り
を

年
寄
り
が
み
て
い
く
時
代
に
な

る
の
で
、
行
政
、
保
健
、
医
療

が
一
体
と
な
り
、
地
域
住
民
か

豆
朋
向
き
に
取
り
組
む
と
い
う

声
が
聞
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

続
い
て
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
時
代
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

指
田
先
生
の
基
調
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
講
演
で
は
①
デ
ン
マ

ー
ク
の
社
会
（
福
祉
）
サ
ー
ビ

ス
に
学
ぶ
、
②
島
根
県
端
穂
町

の
社
会
活
動
に
学
ぶ
、
③
地
域

の
ち
か
ら
を
は
ぐ
く
む
こ
と
、

④
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
に

必
要
な
視
座
、
⑤
「
寝
た
き
り

ゼ
ロ
」
を
超
え
て
な
ど
、
欧
米

や
全
国
各
地
の
事
例
を
も
と
に

今
後
の
福
祉
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。



国民健康保険証の更新日程表医 療 費 の 状 況

〔１１月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５５４人

退職者医療 加入者数 ６６人

老人医療 対象者数 ４９４人

講
演
の
後
に
情
報
交
換
に
は

い
り
、
長
尾
社
会
福
祉
協
議
会

長
か
ら
、
佐
井
村
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
現
況
や
、
四
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
内
容
等
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
は

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヶ
年

戦
略
に
つ
い
て
の
質
問
等
が
あ

り
、
斉
藤
、
指
田
両
先
生
か
ら

指
導
や
助
言
を
受
け
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
地
方
の
独
白
事
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
民
間
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
生
き
が
い
な
ど
を
幅
広

く
取
り
上
げ
た
「
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
し
た

方
々
に
、
よ
り
一
層
保
健
福
祉

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
教
え

習
慣
づ
け
さ
せ
る
の
が
大
人
の
役
割

冬
の
寒
さ
が
和
ら
ぎ
草
本
も
芽
吹
く
季
節
に
な
る
と
、
子
ど
韭

た
ち
は
外
言
出
る
機
会
万
多
く
な
つ
、
行
動
範
囲
も
広
万
つ
ま
ず
。

新
入
学
、
新
入
所
を
迎
え
る
子
ど
も
志
右
は
、
今
ま
匸
歩
い
た
こ

と
の
な
い
道
を
通
学
路
と
し
て
歩
く
よ
う
言
な
つ
ま
ず
し
、
新
学

期
を
控
え
た
子
ど
七
た
ち
は
、
春
休
み
で
気
分
が
浮
か
れ
が
ち
な

こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が
毎
年
こ
の
時
期

言
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
子
ど
も
の
特
性
を
知
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
教
え
ま
し
よ
う
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
交
通
事
故

は
、
そ
の
大
半
が
「
飛
び
出
占

に
よ
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
は

一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と

周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
特
性
が
あ
り
ま

す
。
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
、

道
路
に
転
が
っ
た
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
で
親
が
声
を
か
け
た
り
す
る

と
、
急
に
道
路
に
飛
び
出
し
て

し
ま
う
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

子
ど
も
の
事
故
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
い
れ
ば
防
げ
る

も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
子
ど

も
に
は
何
か
危
険
で
、
ど
う
し

た
ら
危
な
く
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
子
ど
も
が
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
な
行
動
を
と
れ
る
よ

う
に
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
、

交
通
マ
ナ
ー
を
子
ど
も
に
教
え
、

習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
大
人
の
役
割
で
す
。

▼
子
ど
も
は
大
人
の
ま
ね
を
し

ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
の
手
本

に
。

総 会 を 終 え こ

２月１８日、アルザスを会

場に総会が行われ、協議事

項（経過報告、会計報告、

計画案等）を採択。役員改

正では留任ということに決

定しました。

今後とも、みなさんの協

力をいただきながら、交通

安全運動を進めて行きます

ので、よろしくお願いしま

す。

交通事故死ゼロ３，５００日

の目標に向かって頑張りま

しょう。

飲んで乗る あなたは天国 家族ぱ地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成５年） 青森県交通対策協議会

（ ）内 は前年。累計は１月から

平 成 ５年 度 交 通 安 全 運 動 推 進 要 綱

・ 運動の重点 （年間）

（１） 飲 酒運転及 び若年運転者の無謀運転の追放の推進

（２） 子ど もと高齢者等 の交通事故防止活動の推進

（３） シートベルトの正しい着用の推進

（４） 違法駐車の締め出しの推進

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



例
え
ば
、
大
人
が
信
号
無
視

を
す
れ
ば
、
善
悪
の
区
別
な
し

に
子
ど
も
は
す
ぐ
に
ま
ね
を
し

ま
す
。
大
人
が
ま
ず
、
正
し
い

手
本
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▼
言
葉
だ
け
で
は
、
子
ど
も
は

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
大
人

が
や
っ
て
み
せ
て
あ
げ
ま
し
よ

「
危
な

い
よ
」「
気
を
つ
け
て
」

長

言
葉
了
圧
意
さ
れ
た
だ
け
で

は
、
子

ど
も
は
具
体
的
に
ど
う

行
動
し
た
ら
よ
い
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
大
人
が
目
の
前

で
や
っ
て
み
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
目
線

は
大
人
の
目
線
と
違
い
ま
す
。

子
ど
も
の
目
線
ま
で
姿
勢
を
低

く
し
て
、
ど
こ
が
ど
う
危
な
い

の
か
、
ど
う
気
を
つ
け
た
ら
い

い
の
か
を
、
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も

自
身
が
正
し
く
実
践
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、
何
度
も
繰
り

返
し
て
習
慣
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
が
正
し
く
で

き
た
と
き
に
は
、
ほ
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
方
は

裏
通
り
や
公
園
、
子
ど
も
の
遊

び
場
近
く
を
通
る
と
き
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
慎
重
に

運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

シートベルト

車社会の

身だしなみ
シートベルトの正しい着用方法

○子供には幼児用安全シートを。

☆
運
転
者
（
同
乗
者
を
含
む
）
に
対
す
る
も
の

・
あ
ぶ
な
い
よ

カ
ー
ブ
で
タ
イ
ヤ
が

泣
く
速
度

・
ゆ
る
め
ま
せ
ん

心
の
ブ
レ
ー
キ

帰
宅
ま
で

・
カ
チ
″
と
ね

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

安
全
確
認

☆
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
も
の

・
か
け
込
む
な

青
の
ま
ば
た
き

も
う
危
険

・
自
転
車
は

走
っ
て
一
列

止
め
て
整
列

・
交
通
の

マ
ナ
ー
そ
の
場
で

子
に
教
え

☆
子
ど
も
か
ら
の
募
集

・
お
し
ゃ
べ
り
に

む
ち
ゅ
う
で
見
え
な
い

赤
し
ん
号
っ

・
と
び
だ
す
な

ぼ
く
ら
の
い
の
ち
は

地
球
の
み
ら
い

・
ゆ
ず
り
あ
い

だ
れ
で
も
で
き
る

心
が
け

・
安
全
も

カ
バ
ン
に
つ
め
て

登
下
校

第 ３ 回

シ ー ト ベ ル ト 着 用 推 進

キ ャ ン ペ ー ン ク イ ズ

ｍシートベルトは、衝突時の衝撃で

身体がフロントガラスにぶつかった

り、車外に放り出されたりするのを

防くへ 大切な命綱ですが、衝突時の

衝撃が想像以上に大 きいことは、意

外と知られていません。例えば、時

速４０ｋｍで衝突したときの衝撃は、高

さ６メートルからの落下に等しく、

時速６０ｋｍでは高さ１４メート ル、時速

８０ｋｍでは高さ２５メートルというよう

に、スピードが増加すればするほど、

受ける衝撃も飛躍的に大きくなって

います。

では問題です。時速１００ｋｍで固定

壁に衝突したときの衝撃は、高さ何

メートルからの落下に等しいでしょ

うか。

①２０ｍ ②３０ｍ ③４０ｍ

［２］自動車乗車中の事故死者のうち約

８割はシートベルト非着用者で、そ

の多くは若者が占めています。平成

４年１１月末現在における自動車乗車

中事故死者の年齢層別シートベルト

着用状況は、次のようになってい ま

す。

では問題です。平成４年１１月末現

在における自動車乗車中シートベル

ト非着用の交通事故死者総数のう

ち、１６～２４歳の若者は約何割を占め

ているでしょうか。

①２割 ②４割 ③６割

※全開正解者の中から厳正な抽選に

より、次の賞品を差し上げ ます。

賞 品

Ａコース ２０名

電子ブックプレーヤー

Ｂコース ２０名

マルチディスクプレーヤー

Ｃコース ３０名

パーソナルカラーテレビ
・ 応募方法

官製はがきに、希望の賞品コース、

クイズの答、あなたの住所、氏名、

年齢、性別、職業、電話番号を明記

のうえ、〒１０６東京都港区西麻布 ３

－２４－２０

顫日本交通安全教育普及協会「シー

トベルトクイズ」係までお送りくだ

さい。
・ 応募締切

４月１５日（当日消印有効）



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

所
得
税
四
申
告
と
納
税
は
３
月
１５
日
ま
で

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
申
告
も
納
税
も
期

限
は
三
月
十
五
日
（
月
）
で
す
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十

一
日

（
水
）
ま
で
で
す
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
／

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し

ま
干

と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
を
守
っ
て
「
正
し
い
申

告
、
確
か
な
納
税
」
を
お
忘
れ

な
く
。

保

険

料

は

毎

月

キ

チ

ン

と

納

め

ま

し

ょ

う

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月

忘
れ
ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

「
わ
ざ
わ
ざ
納
め
に
い
く
の

が
面
倒
だ
」
「
あ
と
で
ま
と
め

て
納
め
る
」
な
ど
は
、
保
険
料

の
未
納
に
つ
な
が
り
や
す
い
も

の
で
す
。

こ
ん
な
方
は
、
保
険
料
を
定

期
的
に
集
金
し
て
く
れ
る
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
組
織
に
加
入
す
る
と

か
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か

ら
自
動
引
き
落
し
を
す
る
口
座

振
替
制
度
を
利
用
す
れ
ば
手
間

が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

全
て
が
保
険
料
納
付
済
期
間
で

あ
れ
ば
満
額
で
す
が
、
保
険
料

未
納
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
月
数
に
応
じ
て
年
金
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
未
納
期
間
が

あ
る
た
め
に
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
っ
か
は
必
ず
迎
え
る
老
後

に
備
え
て
、
ま
た
、
も
し
も
の

時
の
た
め
に
、
保
険
料
は
毎
月

納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
よ

固定資産税台帳の

縦覧について

固定資産税計算の基礎と

なる土地、家屋及び償却資

産の評価額を記載した固定

資産税台帳を関係者にお見

せします。

■縦覧期間

３月１日～３月２０［］

（ユＬこ・日曜日を除Ｏ

■時 間

午前８時１５分～午後５時

■縦覧場所

役場企画財政課税務係

持ってますか

年 金 手 帳



国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
は
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年

金
を
支
給
し
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
は
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職

共
済
年
金
に
該
当
す
る
給
付
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
国
民

年
金
も
厚
生
年
金
な
み
の
給
付

額
を
」
と
い
う
要
望
に
応
え
る

た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
年
金
を
支
給
す
る
地
域

型
国
民
年
金
基
金
を
、
各
都
道

府
県
に
設
立
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
第

言
万
被
保
険

者
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
免

除
者
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険

者
で
な
い
人
は
、
申
し
出
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
の
種
類
は
一
口
目
（
終

身
年
金
・
年
金
額
三
十
六
万
円
）

三
種
類
、
二
口
目

牟

金
額
十

二
万
円
）
以
降
は
終
身
年
金
三

種
類
と
有
期
年
金
三
種
類
が
あ

り
、
一
口
目
に
は
必
ず
加
入
し
、

二
口
目
以
降
の
加
入
は
自
由
で

す
。掛

金
は
加
入
す
る
口
数
、
加

入
し
た
と
き
の
年
齢
で
決
ま
り

ま
す
。
基
金
の
掛
金
は
、
国
民

年
金
の
保
険
料
と
同
様
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

る
の
で
、
所
得
税
、
市
町
村
県

民
税
が
安
く
な
り
、
年
金
は
公

的
年
金
等
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。問

い
合
せ
は
、
青
森
県
国
民

年
金
基
金
ま
で
。

公
○
一
七
七
（
七
七
）
一
七
〇
〇

保
険
料

納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
口

早
春
の
ま
だ
川
風
も
冷
た
い
時

期
、
川
べ
り
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
か

れ
ん
な
花
を
つ
け
て
い
る
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
は
、
春
に
葉
が
出
る
前
に

花
を
つ
け
ま
す
。
都
会
生
活
の
中

で
は
、
こ
う
し
た
風
情
に
春
を
感

じ
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
は
、
ネ

コ
の
尾
に
似
た
銀
色
の
花
が

美
し
い
の
で
、
花
材
と
し
て

も
熹
ば
れ
、
花
屋
さ
ん
の
店

先
で
も
見
か
け
ま
す
。
ネ
コ

の
尾
の
よ
う
な
形
の
花
は
花

穂
で
、
た
く
さ
ん
の
花
が
そ
こ
に

群
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
木

は
雌
雄
別
株
で
、
雄
花
に
は
お
し

べ
だ
け
、
雌
花
に
は
め
し
べ
だ
け

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
、
ま
た
の
名
を

エ
ノ
コ
囗
ヤ
ナ
ギ
と
か
カ
ワ
ヤ
ナ

ギ
と
も
い
い
、
主
と
し
て
北
半
球

の
温
帯
か
ら
亜
寒
帯
ま
で
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
、

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ヤ

ナ

ギ

と

い
う

と
、「

柳

腰
」

と

か
「

柳

に
風

と
受

け

流

す

」

な

ど

の
言

葉

が

あ

る

よ

う

に

、
枝

の

垂

れ
下

が

っ
た
木

を
連

想
し

ま
す

が
、

ネ
コ

ヤ

ナ

ギ

の
よ

う

に

下

垂
し

な

い

の

も
ヤ

ナ

ギ
科

の

仲

間

で

す

。

中

国
で

は
下

垂
す

る
も
の

を
「
柳
」
、

そ

れ
以

外

を

「
楊

」

と

区

別
し

て

い

ま
す

。

そ

れ

に
し

て

も
、

日

本

は

四

季

お

り

お

り

の
区

別

が

は

っ

き
り

し

て

い
て

、

そ

れ

ぞ
れ

の
季

節

の
風

情

が
楽

し

め

る

の
で

幸

せ

で

す

。

と

こ
ろ

が

最

近

、

地
球

環

境

の

変
化

で

異

常

気

象
が

起

こ

っ

て

い

る
よ

う

で

ち
ょ

っ

と

気

が

か
り

で

す

。

三

月

二

十

三
日

は

、「

世

界

気
象

デ
ー
」
で

す

。
気

象

観

測

に
不
可
欠
な
国
際
協
力
に
、
も
つ

と
関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。



天
ぷ
ら
油
の
ハ
ネ
を
防
ぐ

水
気
を
き
つ
て
か
ら
揚
げ
る

天
ぷ
ら
を
お
い
し
く
揚
げ
る

コ
ツ
は
、
材
料
の
下
ご
し
ら
え

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。

下
ご
し
ら
え
さ
え
十
分
に
し
て

お
け
ば
、
油
の
（

ネ
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

天
ぷ
ら
の
代
表
と
い
え
ば
、

「
え
び
」
で
す
。
え
び
は
油
の

（

ネ
が
激
し
く
て
、
う
っ
か
り

し
て
い
る
と
（

ネ
だ
油
で
や
け

ど
を
し
か
ね
ま
せ
ん
。
衣
を
つ

け
る
前
に
、
尾
の
先
と
剣
の
部

分
を
包
丁
や
（

サ
ミ
で
少
し
切

り
落
と
し
、
中
の
水
を
包
丁
の

背
の
部
分
を
使
っ
て
し
ご
き
出

し
て
お
く
と
、
油
の
（

ネ
が
防

げ
ま
す
。

え
び
は
、
殼
を
取
っ
て
衣
を

つ
け
た
だ
け
で
は
揚
げ
る
と
油

が
（

ネ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
揚

げ
て
い
る
途
中
で
く
る
っ
と
丸

ま
っ
て
し
ま
い
、
形
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
衣
を
つ

け
る
前
に
え
び
の
背
中
を
少
し

曲
げ
て
、
殼
の
二
節
目
と
三
節

目
の
間
に
つ
ま
よ
う
じ
を
差
し
、

薄
皮
か
ら
透
け
て
見
え
る
背
わ

た
を
引
き
出
し
ま
す
。
こ
う
し

て
お
く
と
、
え
び
が
曲
が
ら
ず

に
形
よ
く
揚
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
い
か
」
は
皮
を
む
く
と
き
、

二
枚
目
の
薄
皮
ま
で
き
ち
ん
と

む
く
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。
む
い

て
お
か
な
い
と
熱
で
皮
が
膨
ら

み
、
は
じ
け
て
岫
が
（

ネ
ま
す
。

野
菜
類
は
、
よ
く
水
気
を
き
っ

て
揚
げ
ま
し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
の
も

う
一
つ
の
悩
み
は
、
衣
が
カ
ラ

ッ
と
揚
か
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
衣
を
作
る
と
き
に
長
く
か

き
混
ぜ
て
い
る
と
、
粘
り
が
出

气
べ
た
っ
き
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
小
麦
粉
カ
ッ
プ
一
杯
に
対

し
、
卵
一
個
（
黄
身
だ
け
）
を

コ
ッ
プ
一
杯
の
冷
水
で
溶
い
た

も
の
を
、
大
ざ
っ
ぱ
に
混
ぜ
る

の
が
衣
を
上
手
に
作
る
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
菜
ば
し
の
太
い
ほ
う

を
使
っ
て
、
か
き
回
し
ま
し
ょ

う
。
少
し
ぐ
ら
い
の
ダ
マ
が
で

き
る
の
は
、
気
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

点 検 を 重 ね て 築 ぐ 嬢 ゼ ロ ”

春 の 全 国 火 災 予 防 運 動

（３ 月 １ 日 ～ ７ 日）

これだけは守ろう「火の用心」フつの要点

①寝たばこやたば
この投げ捨ては

しない。
②子どもは、マッ
チやライターで
遊ばせない。

③風 の強い とき

は、たき火をし
ない。

④天ぷらを揚げるときは、その場を

離れない。
⑤家の周りに燃えやすいものを置か
ない。

⑥ふろの空だきをしない。
⑦ストーブには、燃えやすいものを

近づけない。

満１歳になります

若 山 知 香ちゃん
（明生・徳子）

古 佐 井

戸籍の窓口
２月１０日現在

○お誕生おめでとう

細 間 省 吾（祥夫）長 後

細 間 涼 佑（孝広）長 後

○ご結婚おめでとう

（ 中 村 則 昭 （古佐井）

斎 藤 和 子 （三郷市）

｜長 島 庄 吉 （：大佐井）

伊 澤 尚 美 （妻沼町）

（伊 藤 日出男 （町田市）

荒 川 弘 恵 （古佐井）

○おくやみ申し上げます

宮 本 卯之吉征 夫）矢 越

個人のプライバシーを尊重す

る意味で、載せてばしくない人

は、届出の際に係に申し出てく

、ださい。

１月３１日現在人口（前月比）

男 １，８１０（十已）

女 １，８２６（一己）

計 ３，６３６（＋２）

世帯数 １パ２０（十Ξ）
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